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奈良町にぎわいの家 10月のイベントから

わらべうたフェスタ！
雨の中でもケン玉に夢中！
ケン玉名人による検定も。

蔵の中で
手作りの影絵を。

幸福の王子

モチモチの木親子で熱心に鑑賞。。

自分で
動かして
遊びました。

とんとん相撲、
折り紙で作って…

はっけよい、のこった！

雨が多かった１０月…
雨ニモ負ケナイ
にぎわいの家！
味わい、鑑賞し、知る
体験と学びの秋！

菊岡統政先生の
「チャップリンと私」

浅山美由紀アート作品コラボパフォーマンス
作品解説に身体表現、生演奏と贅沢な時間が。

玉川遠州流による
茶会（煎茶）

煎茶ならではの
趣きと味わい

長年、奈良町の町つくりに携わってこられた
木原勝彬さんが、未来に向けてのビジョンを。

100年企画・町家講座
「奈良町の価値と未来」

かまど体験
「栗ごはん」



当館100年企画「チャップリンと私」（10/7） レポート

２０世紀最大の映画人、チャップリンゆかりの方が奈良にいる！
それが菊岡統政先生でした。今から４０年前に、日本ヘラルド映画社が募集した、
チャップリンの小論文で最優秀となり、スイスのチャップリンの自宅を訪問された方
です。長年、奈良の中学、高校の英語の教諭として、チャップリンの映画のセリ
フを授業に取り入れたり、また本や新聞にエッセイを書かれたり、チャップリンの
素晴らしさを伝えてこられました。折しも今年はチャップリン没後40年の年。
この講座では、先生が若かりし頃、「尾花座」（現在はサンルート奈良）で見た
「ライムライト」の感動や昭和を代表する喜劇役者、伴淳三郎氏とスイスの自宅
訪問時のエピソード、そして日本文化と自らの家族を紹介した、手作りの冊子を
ウーナ夫人（チャップリン妻）に渡し、大変喜ばれたことなど、貴重な写真と共に
お話されました。中でも一番印象に残ったのは、菊岡先生のもとに届いたチャップ
リン直筆のクリスマスカードです。そのカードが届いてすぐに、チャップリン逝去の
ニュースが世界をかけ巡りました。菊岡先生の元に届いたのは、まさに「最後のクリ
スマスカード」だったのです。（先の手製のプレゼントへの御礼の言葉もありました。）
さて、チャップリンは、貧困の中で子ども時代を過ごしました。多感な時期に人生の
辛苦を味わったチャップリン…。けれど、母、ハンナへの愛が生涯、彼を支えまし
た。菊岡先生は、講演の最後にチャップリンの映画「独裁者」の最後のセリフを、
ご自身の訳で朗読されました。映画のヒロインの名前は、チャップリンの母と同じ
「ハンナ」。そのハンナへ、自由の尊さと生きることへの励ましに満ちたセリフが続き
ます。それを86歳の菊岡先生が口にする時、チャップリンの言葉は今も確かに生
きていると感じました。町家で聞くチャップリン、１００年の時間が重なりました。

おの・こまち（当館プロデューサー）

露が降りた土の感触、
土踏みながら
紫紺に輝く茄子を
五、六個収穫した
白露の朝です。

つし二階アート企画vol.13浅山美由紀展
「そしてここから生まれる」コラボパフォーマンス

先生のかつての教え子の方も。

当
時
の
映
画

パ
ン
フ
も
。

昭
和
の
喜
劇
人

伴
淳
三
郎
氏
（右
）と
。

当館の築100年をイメージしての現代アート。約1ヶ月に渡った
好評の展示とコラボした即興パフォーマンスを10/14開催。
身体表現は中村晴日さん、音楽は、はくさんまさたかさん。
赤い空間の中で、まるで生まれる前の動きのような中村さん。
そこを飛び出し、座敷へと進み、やがて庭へと至ります。
はくさんさんは、自身が作った楽器で、その体の動きと共鳴
するように、音を生み出していきます。独自の音が、町家と
響き合うように、広がっていきました。浅山美由紀作品の「生」

のイメージが、お二人によって
広がったパフォーマンス。当館
では、初めての試みでしたが
身体、音楽、町家空間の可能性
を感じたイベントとなりました。

作品の中で「生まれる」…

外の世界へと… 庭と身体の面白さ

オ
リ
ジ
ナ
ル
節
気
短
歌

喜
夛
隆
子
（
歌
人
）

節
気
マ
ー
ク
・

は
が
き
デ
ザ
イ
ン

金
田
あ
お
い
（
藍
寧
舎
）

高
き
枝
に
木
守
柿
ひ
と
つ

立
冬
の
傾
く
ひ
か
り
に

火
照
り
て
ゐ
た
り

高
い
枝
に
木
守
柿
が
一
つ
、

立
冬
の
沈
む
夕
陽
の
光
を
受
け
て

火
照
る
よ
う
に
あ
り
ま
す
よ
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制作…奈良町にぎわいの家管理共同体
発行人…二十軒起夫
編集・構成…おの・こまち
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冬
を
感
じ
な
が
ら事

務
局
長

藤
野
正
文

季
節
は
、
「
立
冬
」
か
ら
「
小
雪
（
し
ょ

う
せ
つ
）
」
そ
し
て
「
大
雪
（
た
い
せ
つ
）
」
、

続
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
で
昼
の

時
間
が
短
い
「
冬
至
」
に
な
っ
て
き
ま
す

ね
。
最
近
の
地
球
温
暖
化
の
せ
い
も
少
し

感
覚
に
合
わ
な
い
で
す
が
、
季
節
は
2
月

の
「
立
春
」
ま
で
は
冬
。
昨
今
で
は
、
本

格
的
な
冬
に
備
え
て
元
気
を
養
う
季
節
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
季
節

の
旬
の
食
材
は
、
白
菜
、
春
菊
、
大
根
な

ど
、
お
鍋
を
囲
ん
で
身
体
の
芯
か
ら
温
ま

り
、
栄
養
の
あ
る
も
の
が
食
べ
た
く
な
り

ま
す
ね
。
朝
夕
の
気
温
が
低
く
な
り
、
木

枯
ら
し
が
吹
き
、
紅
葉
が
散
り
始
め
、
山

が
眠
り
、
動
物
も
冬
ご
も
り
を
始
め
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
お
歳
暮
の
準
備
を
す
る

時
期
。
形
式
化
し
、
儀
礼
的
な
面
が
強
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
と
も
と
先

祖
の
祭
り
を
す
る
と
き
に
、
そ
の
子
孫
が

食
物
を
持
ち
寄
っ
て
共
同
飲
食
を
す
る
と

い
う
行
事
に
、
こ
の
習
俗
の
根
源
は
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
現
代
に
お
い
て
、
一
方
で

は
前
近
代
の
虚
礼
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、

残
っ
て
い
ま
す
が
、
お
盆
と
同
じ
く
日
本

人
の
生
活
に
は
先
祖
を
大
切
に
す
る
習
慣

が
、
根
強
く
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し

ょ
う
。

に
ぎ
わ
い
の
家
で
も
立
派
な
仏
間
が
あ

り
ま
す
。
天
井
に
も
花
の
絵
が
描
か
れ
て

奈良町にぎわいの家
オリジナル節気マーク

１１/７～２１ １１/２２～１２/６

立冬 小雪

い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
さ
ぞ
や
立
派
な

仏
壇
が
あ
っ
た
の
で
は
？
と
推
測
で
き

ま
す
。

仏
壇
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府
の
政
策

で
、
何
れ
か
の
寺
院
を
菩
提
寺
と
定
め

そ
の
檀
家
に
な
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
、
そ
の
証
と
し
て
各
戸
ご
と
に
仏
壇

を
設
け
、
先
祖
の
命
日
に
は
供
養
す
る

と
い
う
習
慣
が
確
立
し
て
、
庶
民
の
暮

ら
し
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
背

景
に
、
仏
壇
が
庶
民
に
ま
で
浸
透
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

現
代
で
は
、
仏
間
や
仏
壇
も
な
い
家

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
わ
た

だ
し
い
現
代
生
活
の
な
か
で
、
先
祖
の

霊
を
大
切
に
す
る
日
本
人
の
こ
こ
ろ
に

気
づ
き
、
ふ
と
先
人
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
奈
良
町
に
ぎ
わ
い
の
家
の
仏
間

で
す
。

少年の日より愛できし
響きなり永訣といへば
霜夜明るむ
前登志夫（歌人）

書…

逢
香

に
ぎ
わ
い
・秋
風
景

裏庭の柿が、枝がしなうほど

大きな実を沢山つけました。

その柿を見ながら
絵手紙を。食べて甘く
書いて楽しい
にぎわいの柿！

手
作
り
の
作
に
感
謝

ご
近
所
の
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
ご
家
族
な
ど
、
素

敵
な
手
作
り
の
作
を
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
館
内
が
和
み
ま
す
。

鮮やかな椿！
なんと折り紙。

に
こ
に
こ
、

か
さ
地
蔵
さ
ん
。

見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。


